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成果の概要 ／ 杉野 未奈 

 

2016年熊本地震や 1995年兵庫県南部地震をはじめ、内陸地殻内地震の震源近傍で発生するパル

ス性地震動により多数の建物被害が生じている。一方、日本各地には地域の風土や文化に根差した

伝統木造住宅が今も多数現存している。しかし、伝統木造住宅の中には耐震性能が十分でないもの

も多く、パルス性地震動に対する被害が懸念される。伝統木造住宅の耐震性能に対する懸念事項と

して、住宅の 1階と 2階を貫く通し柱の折損が挙げられる。通し柱は地震時に住宅の層間変形を均

等化し、特定層への変形集中を緩和させる効果がある一方、地震時に通し柱が次々に折損すると住

宅の重量を支持できず倒壊に至る危険性があるため、住宅の耐震性能を考える上で重要な部材であ

ると言える。 

そこで、パルス性地震動に対する伝統木造住宅の被害を最小限にすべく「パルス性地震動と通し

柱効果を考慮可能な伝統木造住宅の耐震性能評価法」の構築を目指して研究を行った。本報では、

その成果の概要を報告する。 

 

1. 伝統木造住宅の通し柱効果を分析可能な載荷装置の開発 

報告者は共同研究者とともに、伝統木造住宅の耐震性能の解明を目的として、伝統木造住宅の一

構面を模擬した平面架構の静的水平加力実験を行ってきた。報告者らの既往の実験結果により、通

し柱が折損する住宅は倒壊にいたるまでの変形性能が乏しいことが確認されている。パルス性地震

動は、住宅の固有周期や耐力に大きく依存せずに住宅に大変形を生じさせるため、住宅の倒壊を防

ぐためには変形性能の確保、つまり通し柱を折損させない対策が求めらる。そのためにも、通し柱

の折損に着目した実験が重要であると言える。 

報告者らの既往の実験は上記のように平面架構に対して行われているが、実際の住宅では各平面

架構の間には梁などの横架材が架かり立体的な架構となっているため、平面架構とは通し柱にかか

る応力状態が異なり、通し柱の折損、ひいては変形性能にも影響を及ぼす可能性がある。そこで、

2つの平面架構と横架材から構成される立体架構の耐震性能を実験的に解明すべく、立体架構を静

的水平加力できる載荷装置を本助成により開発した。本装置は、報告者の所属する研究室に既存の

鉄骨造の載荷装置を改造して製作したもので、微小変形から大変形にいたるまでの加力を実現でき

るよう設計されている。 

本装置を用い、富山県などに見られる、せいの高い垂壁で室を囲い、通し柱間に大断面の梁を直

交に架けた「枠の内造り」による伝統木造住宅を模した立体架構の静的加力実験を行い平面架構の

結果と比較した。その結果、平面架構では 1本の通し柱のみ折損し、大変形に至るまで水平抵抗力

を保持したのに対して、立体架構では複数の通し柱が次々に折損したため、水平抵抗力を保持でき

なくなり平面架構に比べて変形性能が低下したしたことが確認された。今後も、本装置を活用した

実験により、伝統木造住宅の耐震性能の解明に取り組む予定である。 

2. パルス性地震動特性化法の観測地震動への適用 

2016年熊本地震では、1秒と 3秒程度の双方のパルス周期を有するパルス性地震動が断層近傍で

確認された。そのような複数のパルス性地震動が伝統木造住宅の地震時挙動に及ぼす影響を分析す

るために、パルス性地震動を単純な波に特性化し、パルス性地震動のパルス周期や振幅や継続時間



が変化した際の住宅の地震時挙動を分析することが有効であると考えている。そこで、報告者は、

パルス性地震動をフーリエ変換や波形の微積分を行うことなく簡便に特性化する方法を提案して

いる。 

本助成による研究では、報告者が提案しているパルス性地震動特性化法の有効性を検証するとと

もに、実現象として生じうるパルス性地震動のパルス周期や振幅や継続時間を把握するために、

2018年 2月 6日に発生した台湾花蓮地震におけるパルス性地震動の分析を行なった。この地震は、

断層近傍において大振幅パルス性地震動が高密度で観測された特筆すべき地震であった。更に、こ

の地震では、花蓮県の市街地の 10 階程度の鉄筋コンクリート造建物が複数棟倒壊するなど深刻な

被害が生じていた。 

パルス性地震動の分析により、米崙断層の近傍では、地震動のパルス周期が方向により異なって

いたことが確認された。また、パルス周期は 2~4秒程度であった。観測された地震動は、報告者が

提案したパルス性地震動特性化法により良好に特性化できた。そして、応答スペクトルを用いた分

析より、観測された地震動では 10階以上の RC 造建物で被害が大きくなる傾向を確認した。 

 

最後になりましたが、貴財団から助成を賜りましたことで、上記の研究を推進することができま

したことを心より感謝申し上げます。この度の助成により継続して研究を進展させることができた

ことが、平成 30 年度の科学研究費助成事業の採択につながったと確信しております。この度の助

成により得られた成果を今後の研究活動に活かして参ります。 


